
 
第 4 回新潟 BHELP 標準コースと第 1 回青森 BHELP インストラクターコースに参加しました

(2019/7/26, 2019/8/3) 
 

テーマ： 地域保健・福祉の災害対応標準化トレーニングコース 

場所：新潟大学新潟医療人育成センター（新潟県新潟市）、弘前医療福祉大学（青森県弘前市） 

 

 2019 年 7 月 26 日(金)、新潟県新潟市の新潟大学新潟医療人育成センターにおいて第 4 回 

新潟 BHELP 標準コースが実施され、佐々木宏之助教（災害医学研究部門 災害医療国際協力学 

分野）が受講しました。 

日本災害医学会 BHELP（Basic Health Emergency Life Support for Public）標準コース

は、災害発生直後の緊急避難場所・指定避難所の設営、運営を被災者の生命、健康維持の観点か

ら効果的・効率的に実施するために、災害対応における共通の知識と言語を学び、実災害時に  

実践できる人材を育成するためのコースです。避難所での支援者となる医療職のほか、薬剤師、

リハビリ・福祉関連職種、行政職員、学校教員などさまざまな職種が受講対象となっています。 

大津波警報が出され高台の緊急避難場所に避難した際、見知らぬ顔の多数の避難者をどのように

管理すればよいでしょうか。また、避難場所から移動し避難所運営を開始する際には、どのよう

な管理体制、安全確保、情報共有を行えばよいでしょうか。さらに、多くの避難者のなかの要   

配慮者をどのように発見し、どのようにサポートし、どのように外部機関につなげればよいで  

しょうか。このようなヘルスケアトリアージ、Helping Hand、Handover というスキルについ

て机上演習をとおして学習します。グループワークでは佐々木助教は、同班の看護師、保健師、

薬剤師、理学療法士らと協力して作戦を検討しました。 

また、佐々木助教は 8 月 3 日(土)に青森県弘前市で開催された第 1 回青森 BHELP インスト 

ラクターコースにも参加し、BHELP 教授法についての研修を受けプレインストラクターとなり

ました。12 月 14 日(土)、12 月 15 日(日)に東北大学災害科学国際研究所において第 1 回・  

第 2 回宮城 BHELP 標準コースが開催される際には、佐々木助教がコースコーディネーターを 

務めます。避難所での被災者の生命・健康維持管理は、被災地の回復を考える上でも大変重要な

課題となります。当研究所では今後も、災害時の保健医療福祉に実践的に携わる人材育成に、  

積極的に努めて参ります。 

 

コースプログラム 

BHELP 標準コースの目標 

避難所でのヘルスケアトリアージの概念 

 

文責：佐々木宏之（災害医学研究部門） 

 


